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N＝{1，2，3，…} 自然数全体の集合 
Z＝{0，±1，±2，…} 整数全体の集合 
Q＝{p/q ｜p∈Z，q∈N} 有理数全体の集合 
R＝実数全体の集合 
C＝{x＋yi ｜x，y∈R} 複素数全体の集合 
 
※以下、K∈C又は R 
定義 

ｍ，ｎ∈Ｎに対してｍ，ｎ個の元を縦にｍ個、横にｎ個並べたものを 
Ｋの元を成分とするｍ行ｎ列の行列という。 
これを(ｍ，ｎ)行列ともいい、その全体のなす集合をＭ(ｍ，ｎ；Ｋ)と 
書く。 

また、行列 を 
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1 と書く。 

 
定義  
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(3)積ＡＢを 
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により定める。 
  
積ＡＢは、Ａの列数とＢの行数が等しければ定義できる。 

このときＡＢの行数はＡのそれに等しく、列数はＢのそれに等しい。 
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計算法則 

(1) Ａ＋Ｂ＝Ｂ＋Ａ 
(Ａ＋Ｂ)＋Ｃ＝Ａ＋(Ｂ＋Ｃ) 

 Ａ＋Ｏ＝Ｏ＋Ａ＝Ａ 
(2)ｃ(Ａ＋Ｂ)＝ｃＡ＋ｃＢ 
(ｃ＋ｄ)Ａ＝ｃＡ＋ｄＡ 
(3)(ＡＢ)Ｃ＝Ａ(ＢＣ) 
 (Ａ＋Ｂ)Ｃ＝ＡＣ＋ＢＣ 
 Ａ(Ｂ＋Ｃ)＝ＡＢ＋ＡＣ 
 ＡＩ＝ＩＡ＝Ａ 
 ｃ(ＡＢ)＝(ｃＡ)Ｂ＝Ａ(ｃＢ)  
                   ※Ｉは単位行列 
 以上は行列の積の定義から証明できる 
  


